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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

「「
曽
根
曽
根
」」駅
界
隈

駅
界
隈

東光院では定例の句会も開かれる

は
人
陰
も
な
い
小
さ
な
公
園

だ
が
樹
木
は
大
き
い
。

　

創
建
７
３
５
年
と
い
う
か

ら
ま
さ
に
古
刹
だ
が
、
広
大

ど
数
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

重
文
の
降
魔
座
釈
尊
が
御

本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
お

り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
釈
迦
白
仏
像
が
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
か

も
し
て
い
る
。

　

当
所
で
定
例
的
に
句
会
が

開
か
れ
る
ら
し
く
、
正
岡
子

規
の
句
碑
も
あ
る
。

遠
い
所
で
も
な
い
の
で
、
足

を
運
ん
で
頂
き
た
い
。
恐
ら

く
地
元
の
人
は
頻
繁
に
行
か

れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

寺
社
仏
閣
は
我
々
の
家
屋

や
診
療
所
と
違
い
ア
ー
ト
で

あ
る
。
数
万
年
前
に
ク
ロ
マ

サ
ン
ス
以
前
に
当
時
の
科
学

の
粋
を
結
実
さ
せ
た
大
伽
藍

を
建
て
い
る
。
そ
の
宗
教
的

意
図
が
科
学
の
進
歩
と
ど
う

し
て
結
び
つ
い
て
い
く
の

か
、
歯
削
り
土
方
に
過
ぎ
な

い
私
の
理
解
が
及
ば
な
い
。

そ
の
中
で
音
楽
療
法
の
存
在

も
私
に
は
理
解
し
に
く
い
。

　

ま
た
一
方
、
人
間
は
本
来

「
無
い
も
の
ね
だ
り
」
の
矛

盾
を
抱
え
て
い
る
。
開
業
医

も
例
外
で
な
く
、
忙
し
く
て

ぼ
や
き
、
暇
で
ぼ
や
く
。

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
っ
た
技

術
者
は
科
学
的
思
考
と
宗
教

的
信
心
を
矛
盾
せ
ず
ど
う
両

立
さ
せ
た
の
か
。
宗
教
裁
判

に
か
け
ら
れ
た
地
動
説
支
持

の
昔
の
天
文
学
者
は
宗
教
を

ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
ノ

ー
ベ
ル
生
理
学
賞
受
賞
者
も

法
事
で
は
坊
さ
ん
の
お
経
を

神
妙
に
拝
聴
す
る
だ
ろ
う
。

　

宗
教
と
い
え
ど
も
永
遠
で

は
な
い
。
人
間
も
変
わ
る
。

萩
の
季
節
に
こ
の
寺
を
再
訪

す
れ
ば
、
私
の
宗
教
観
も
変

わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

　

現
在
も
地
球
上
で
日
常
的

に
行
わ
れ
て
い
る
紛
争
が
示

す
よ
う
に
宗
教
は
元
来
排
他

的
で
あ
る
。
宗
教
が
起
原
で

も
あ
る
音
楽
も
排
他
的
で
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
派
と
演
歌
派

は
互
い
に
好
き
に
な
れ
な
い
。

ニ
ヨ
ン
人
が
洞
窟
に
彫
っ
た

牛
の
レ
リ
ー
フ
は
豊
猟
祈
願

の
た
め
で
、
音
楽
も
祈
祷
や

祝
い
事
と
切
り
離
せ
な
い
。

仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と
違
い

今
尚
偶
像
崇
拝
を
禁
じ
て
い

る
イ
ス
ラ
ム
教
も
、
ル
ネ
ッ

　

施
設
、
建
造
物
、
縁
起
な

ど
多
す
ぎ
て
詳
解
す
る
紙
面

が
な
い
の
で
、
興
味
あ
る
方

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
料
か

216

な
も
の
で
は
な

い
。
１
２
７
５

年
も
の
歴
史
の

経
過
を
物
語
る

よ
う
に
伽
藍
や

仏
像
や
彫
像
や

記
念
碑
の
類
い

が
狭
苦
し
い
ほ

　

大
学
新
入
生
の
頃
、
阪
急

宝
塚
線
は
田
植
え
の
風
景
が

見
ら
れ
た
。
ど
田
舎
の
印
象

の
強
い
「
曽
根
駅
」
周
辺
は

今
や
大
型
商
業
ビ
ル
や
病
院

の
あ
る
堂
々
た
る
市
街
地
で

あ
っ
た
。

　

近
く
に
萩
と
俳
句
で
知
ら

れ
る
曹
洞
宗
の
東
光
院
が
あ

る
。
駅
か
ら
僅
か
３
０
０
㍍

程
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る

そ
の
標
識
を
通
り
過
ぎ
る

と
、
す
ぐ
に
寺
域
ら
し
い
赤

い
橋
が
か
か
り
、
橋
の
両
側

閑
静
な
住
宅
街
に
た
た
ず
む
東
光
院

政
策
部　

特
別
寄
稿

政
策
部　

特
別
寄
稿

　

日
米
地
位
協
定
は
、
在
日

米
軍
の
駐
留
経
費
は
米
側
が

負
担
す
る
と
規
定
し
、
日
本

側
に
負
担
義
務
は
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
78

年
度
か
ら
膨
大
な
費
用
を

「
思
い
や
り
」
と
称
し
て
負

担
し
て
い
る
。
そ
の
額
は
異

常
に
突
出
し
、
米
国
の
同
盟

国
27
カ
国
の
う
ち
、
日
本
以

外
の
26
カ
国
の
総
合
計
額
を

上
回
る
も
の
で
あ
る
。

　

不
況
で
税
収
が
落
ち
込
む

中
、
国
民
生
活
を
守
る
た
め

の
予
算
の
財
源
に
苦
労
し
て

い
る
の
は
ご
存
知
の
通
り
で

あ
る
。
米
軍
関
係
や
軍
事
費

（
自
衛
隊
）
は
依
然
と
し
て

聖
域
と
な
っ
て
い
る
。
今
こ

そ
約
束
も
な
い
「
思
い
や

り
」
を
省
き
、
巨
大
ヘ
リ
空

母
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ

Ｄ
）
費
を
省
く
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
、

共
産
圏
の
封
じ
込
め
政
策
を

始
め
、
米
・
ソ
が
対
立
し
た

時
代
以
来
、
在
日
米
軍
は
日

本
を
守
る
た
め
で
な
く
、
共

産
圏
を
威
嚇
す
る
存
在
で
あ

り
続
け
て
き
た
の
は
歴
史
上

明
瞭
で
あ
る
。

　

安
保
改
定
以
来
50
年
、
今

日
世
界
は
当
時
と
は
全
く
変

化
し
た
。
中
国
も
ロ
シ
ア
も

米
国
の
敵
国
で
な
く
友
好
国

と
な
っ
た
。
米
国
自
身
、
世

界
唯
一
の
超
大
国
の
座
を
降

り
、
世
界
は
多
数
の
有
力
国

家
、
地
域
共
同
体
の
均
衡
す

る
国
際
社
会
と
な
っ
た
。

　

基
地
と
核
の
傘
で
日
本
を

軍
が
い
な
く
な
れ
ば
、
日
本

は
巨
額
の
防
衛
予
算
を
支
出

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ

け
の
防
衛
費
を
組
む
と
東
ア

ジ
ア
諸
国
は
日
本
へ
の
警
戒

感
を
高
め
る
と
い
う
。「
米

国
が
い
な
け
れ
ば
、
自
分

（
日
本
）
は
周
囲
に
迷
惑
を

守
る
な
ど
、
時
代
錯
誤
も
甚

だ
し
い
。

　

「
ア
メ
リ
カ
を
怒
ら
せ
て

は
大
変
だ
」
と
、
米
国
の
意

向
を
ま
ず
第
一
に
持
ち
出
す

安
保
擁
護
派
は
、
本
当
に
国

益
を
代
表
す
る
の
か
極
め
て

疑
わ
し
い
。
元
防
衛
相
の
石

破
茂
議
員
（
自
民
）
は
、
米

ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と

米
国
の
力
の
政
策
は
世
界
中

か
ら
非
難
を
浴
び
、
そ
の
影

響
力
を
失
墜
さ
せ
た
。
米
国

が
日
本
に
基
地
を
持
ち
軍
隊

を
駐
留
さ
せ
る
根
拠
そ
の
も

の
が
消
失
し
て
い
る
。

　

中
国
も
ロ
シ
ア
も
友
好
国

か
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
珍
妙
な
論
理
の
破
た
ん

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
軍
事

費
の
増
額
は
米
国
が
要
求
す

る
も
の
で
あ
り
、
米
国
の
手

先
と
し
て
の
軍
備
増
強
こ
そ

近
隣
諸
国
の
不
信
の
根
源
で

あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
、
イ

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
属
国

　
―
―

Ｙ
Ｅ
Ｓ
？ 

Ｎ
Ｏ
？ 

②

永
田　

悦
夫（
茨
木
市
）

で
あ
る
。
安
保
は
軍
事
の
み

で
な
く
、
第
２
条
に
よ
っ
て

日
米
間
の
「
国
際
経
済
政
策

に
お
け
る
く
い
違
い
を
除

く
」「
経
済
協
力
を
促
進
す

る
」
こ
と
を
規
定
し
、
日
本

の
経
済
政
策
へ
の
不
当
な
介

入
を
許
し
、
世
界
に
例
の
な

い
経
済
的
従
属
の
制
度
化
の

根
拠
と
な
っ
て
き
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
国
民
の

生
命
と
暮
ら
し
に
重
大
な
影

響
を
与
え
て
き
た
安
保
条
約

に
目
を
向
け
さ
せ
ぬ
よ
う
働

き
か
け
て
き
た
教
育
と
マ
ス

コ
ミ
こ
そ
、
米
国
の
代
理
人

に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
安
保
改
定
を
強
行
し

た
岸
信
介
は
、
米
国
が
そ
の

利
益
の
た
め
戦
犯
を
巣
鴨
か

ら
釈
放
し
て
首
相
に
育
て
た

も
の
で
あ
り
、
岸
自
身
Ｃ
Ｉ

Ａ
か
ら
金
を
も
ら
い
、
米
国

と
な
っ
た
現
在
、
鳩
山
首
相

の
と
る
べ
き
唯
一
の
道
は
、

現
行
安
保
条
約
10
条
を
示
唆

し
て
、
沖
縄
（
本
土
）
の
基

地
を
米
国
に
お
引
き
取
り
願

う
こ
と
だ
。
50
年
は
十
分
な

期
間
で
は
な
か
っ
た
か
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
で

も
本
土
で
も
た
ら
い
ま
わ
し

を
受
け
入
れ
る
国
民
（
住

民
）
は
、
ど
こ
に
も
い
な

い
。

　

戦
後
60
年
、
日
本
人
は
安

保
で
米
国
に
つ
な
が
れ
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
保

条
約
を
正
確
に
理
解
し
て
い

る
人
は
極
め
て
少
な
い
よ
う

に
忠
誠
を
誓
っ
て
米
国
の
手

先
と
な
っ
た
売
国
奴
で
あ
っ

た
。
長
年
秘
匿
（
ひ
と
く
）

さ
れ
て
き
た
米
国
公
文
書
が

70
年
代
末
か
ら
次
々
と
解
禁

さ
れ
、
彼
の
行
動
の
か
な
り

の
詳
細
が
今
や
、
米
国
公
文

書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
た

い
。 

（
お
わ
り
）

安
保
条
約
関
連
年
表

・
１
９
５
１
年　

旧
日
米
安

保
条
約
調
印

・
１
９
６
０
年　

現
行
日
米

安
保
条
約
調
印

・
１
９
９
６
年　

「
日
米
安

保
共
同
宣
言
」
合
意

・
２
０
０
５
年　

「
日
米
同

盟
：
未
来
の
た
め
の
変
革

と
再
編
」
発
表

・
２
０
０
６
年　

共
同
文
書

「
新
世
紀
の
日
米
同
盟
」

発
表

　
　

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

　
　

会
費　

会
員
無
料
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
歯
科
医
師

１
万
円
（
そ
れ
以
外
の
歯
科
医
師
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
）

　
　

資
料　

３
月
24
日
以
降
に
お
届
け
し
た
『
要
点
と
解
説
』
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

《
４
月
３
日
（
土
）》

　
　

•
会
場
：
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
「
仙
寿
の
間
」（
北
大
阪
急
行

「
千
里
中
央
」
駅
南
改
札
口
す
ぐ
）　

時
間
：
午
後
７
時

〜　

定
員
：
１
５
０
人　

主
催
：
北
大
阪
地
区

　
　

•
会
場
：
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

時
間
：

午
後
６
時
30
分
〜　

定
員
：
１
０
０
人　

主
催
：
南
部
・

東
部
地
区

《
４
月
４
日
（
日
）》

　
　

•
会
場
：
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

時
間
：
午
前
10
時
30
分
〜　

定

員
：
１
０
０
人　

主
催
：
北
部
・
西
部
地
区

《
４
月
10
日
（
土
）》

　
　

•
会
場
：
東
大
阪
市
民
会
館
３
階
大
集
会
室
（
近
鉄
奈
良
線

・
Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線
「
河
内
永
和
」
駅
徒
歩
１
分
）　

時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜　

定
員
：
１
０
０
人　

主
催
：

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

《
４
月
17
日
（
土
）》

　
　

•
会
場
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー（
地
下
鉄
谷
町
線「
阿

倍
野
」
駅
す
ぐ
、「
天
王
寺
」
駅
徒
歩
８
分
）　

時
間
：

午
後
６
時
30
分
〜　

定
員
：
50
人　

主
催
：
南
河
内
地
区

《
４
月
24
日
（
土
）》

　
　

•
会
場
：
り
ん
く
う
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ビ
ル
14
階
（
Ｊ
Ｒ
阪
和

線
・
南
海
本
線
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
駅
徒
歩
２
分
）　

時
間
：
午
後
７
時
〜　

定
員
：
50
人　

主
催
：
泉
州
地
区

《
５
月
８
日
（
土
）》

　
　

•
会
場
：
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

３
階
研
修
室（
Ｊ
Ｒ

「
高
槻
」駅
・
阪
急
京
都
本
線「
高
槻
市
」駅
徒
歩
５
分
）　

時
間
：
午
後
７
時
〜　

定
員
：
50
人　

主
催
：
三
島
地
区

診
療
報
酬
改
定「
各
地
の
新
点
数
説
明
会
」

　

新
聞
部
で
は
、「
お
お
さ

か
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
で
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
場
所
や
イ
ベ

ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。

日
時　

４
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

舘
村
卓
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
高
次
脳
口
腔
機
能
学

講
座
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
解
剖
・
生
理
学
に
も
と
づ
く
舌
接
触
補
助
床（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）療
法
」

４
月
度
生
涯
研
修


